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ワークショップでひろがる学びのプロセス

ー実習科目「社会貢献活動」を事例として一

束宏乃’

HowaWorkshopcanEnhancetheLearningProcess

-ACaseStudyofa''CommunityServicelIPracticum一

ＨｉｒｏｎｏＡＺＵＭＡｌ

ThegeneraleducationcourseooCommunityService1,iswhatisreferredtoasaservice-leaming
courseconsistingofpracticumatlocalcivicorganizations・ＮＰＯｓ,welfareinstitutions,etc
Midwaythroughthecourse,thestudentsparticipateinamid-termworkshopinordertoreflect
upontheirpracticalexperiencesandsetgoalsfbrthelatterhalfofthepracticumThepresentstudy
primarilyanalyzestheactivitiesoftheworkshoptotracetheprocessbywhichlearningisgained
fromapracticum

Firstly,ｉｔｗａｓｆｂｕｎｄｔｈａｔｍｏｒｅｔｈａｎ７０％ofthestudentsfeltthatitwasmeaningfUlfbrstudents
engagingmdifferentpractlcumstosharetheirexperienceswitheachotherataworkshopSecondly，
itwasobservedthatthestudents，interactionsattheworkshophadresultedinachangeinawareness

regardingtheeducationalobjectives・Inparticular,itwasfbundthatthestudentsleameｄｔｏｓｅｅ
ｔｈｅｍｓｅlvesfromvariousperspectivesandtorecursivelyreflectupontheirpracticumexperiences

throughamutualinterviewactivity,deepeningtheirpracticumexperiencesinaprocessofopenlngup
toothers・

Thirdly，interviewsofthreestudentswhohadengagedinapracticumfOrI'awheelchaircare
networkmrevealedsomeofthethingstheyhadleamed;OSgainedanewperspectivetowardsothers

throughthemid-termworkshop,ＹＤｍｅｔｎｅｗｐｅｏｐｌｅａｎｄｂｅｃａｍｅａｗａｒｅｏｆhisroleinagroup,and
OHfbundnewfriendsandmentorsthathewouldnothavemetotherwise・

IngeneraLitcouldbeinferredthattheworkshopwasanopportunityfOrstudentstodiscover
anotherdimensionofthemselvesandtointernalizetheirpracticumexperiences．

(1)「社会貢献活動」

－５０時間で２単位の実習科目一

共通教養科目「社会貢献活動１，２」は、５０時間以

上の実習を行うと２単位認定される実習科目である。

平成１４年度（2002)、各学科の専門科目「社会貢献

活動」として始まった。

５０時間は、１年で終えてもよいし、１年半かかつ

'社会貢献活動支援室テクニカルアドバイザ

e-mail:azumalll＠mrgbiglobe.､e,jｐ

てもよい。つまり、学期や学年をまたいでもよい科目

である。実習テーマは約４０，「教育」「福祉」「自然・

環境」「ユニバーサルスポーツ｣、「社会｣、工科系「も

のづくり」、「情報」など、様々な分野に及ぶ。一般的

な社会貢献活動と区別するために、実習科目の「社会

貢献活動」には釣括弧をつけることにする。

また、「社会貢献活動ｌ」は、主に、地域の市民団

体やＮＰＯ，福祉施設など、実習先が用意した活動に

合わせて実習をさせていただくが、「社会貢献活動２」

は、「社会貢献活動ｌ」を終えた実習生が、原則とし

て同じ実習テーマのもと、実習先の活動内容をよく
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知った上で､自分ならもっとこういうことができると、

実習生が実習先に活動内容を提案していく企画提案型

の実習となっている。

例えば、「茅ヶ崎里山保全」という実習テーマは、

月２回程度ある土曜日の活動が朝１０時～午後３時ま

で、１回行くと５時間なので、１０回行くと、５０時間

の実習を全うすることになる。前期から活動を始める

場合では、５月下旬～１月上旬にかけ実習時間が７０

時間以上に達する実習生もいる。また、実習先が用意

した、田や畑・雑木林・竹林などの里山保全の活動を

するのが「社会貢献活動ｌ」である。それに対して、

実習先である茅ヶ崎里山公園倶楽部という市民団体

が、竹林の植生密度を保つために、竹を間引き、その

竹を竹炭に焼いて販売しているのだが、販売する竹炭

の浄化作用まで簡易実験で調べようと提案し、それを

実行した実習生の活動が「社会貢献活動２」となる。

2009年度の場合、「社会貢献活動１」を履修登録し

た実習生は94名、年度内終了者は62名であった。

「社会貢献活動１」から「社会貢献活動２」に進む

実習生は約１割、年間で６名～１０名程度である。

また、「社会貢献活動」は、サービスラーニングの一つ

であるから（文献①ＭＡＩＷＡｅｔａ1.,2010、②田坂他、

2008)、学びとして成り立つために、実習の節々で、実

習生が自らの学びを意識する活動を取り入れている。

まず実習生は事前研修会の時に、個人登録票ｌ、個

人登録票２を書き、なぜ、この実習テーマを選択した

のか、などについて意識する。また、実習の中間期に

は、「中間期研修会」（ワークショップ形式）に参加し、

ワークショップの中で、「ふりかえりシート」を書い

たり、直後には、中間期レポートを書いたりする。５０

時間以上の実習を終えた後は、「社会貢献活動」の専

用ＷＥＢ上に「報告書」を書き、実習先に提出する。

そして、前期・後期の学期の最終日に行われる「報告

会」に参加し、パワーポイントを用いた、１人８～１０

分程度の口頭での報告を義務付けられている。

そして、それらの活動で得られる実習記録は、「社

会貢献活動」の専用ＷＥＢサイトにデジタルデータと

して、あるいは紙媒体のデータは社会貢献活動支援室

に、実習生一人ひとりのポートフオリオとして蓄積さ

れている。

本論文では、それらのポートフォリオ及び、特定の

実習生についてはインタビューを行い、そのテープお

こしをデータとして活用し、分析を加えていく2．

(2)「社会貢献活動」による学び

では、「社会貢献活動」による学びは、どんな特徴

があるのであろうか？

ここでは、実習生の声からその特徴を示す。

2008年度後期に「社会貢献活動２」に進んだ実習

生の、事前研修ワークショップでの発言である。

はじめは、ただ単位が欲しかった。ボランティ

ア活動するだけで単位がもらえるなら楽な科目だ

と思っていた。でも、実習を始めたら単位そっち

のけで活動しまくり、基礎実習の段階で自分達の

したいことが見えてきた。そのために知識と技術

を詰め込む。

単位取得のために大学に入ったんじゃなかっ

たと、入学する前の自分のココロザシを思い出し

ました。大学で受ける授業が自分たちを成長させ

る。それ以上に自分達で創り出す実習は、さらに

もっと僕たちを成長させてくれると思います｡(マ

テリアルエ学科２年、１Ｎ、実習テーマ「車椅子

の点検整備｣）

私は、この科目を選択したことで、自分が普段

たいした事ではないと思っていた技術が、人の役

に立てるということを知ることができました。そ

して、その科学技術は地域社会から必要とされて

いることもわかりました。この社会貢献活動の実

習は、普段の大学講義やマークシート式の勉強と

違って、唯一絶対の答えはないけれど、結果や成

果は自分がどれだけ成長したかに現れる活動だと

思いました。そして､モノをつくるということは、

技術だけでなく、常に利用者の立場や目線から物

事を見なくてはならないと、自分の考えを改める

大きなきっかけとなりました。（電気電子メディ

アエ学科３年、ＹＤ、実習テーマ「ソフトエネル

ギープロジェクト｣）

22009年度､2010年度のテープおこしの費用については、平成20年度採択の教育ＧＰ｢社会と工学をつなぐ技術活用力の育成」
の助成をうけた。

－９８－
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大学にはいろんな人がいる/それなのに、４年

間を同じ学年、同じ学科、同じクラスの人たちだ

けで過ごすのはもったいないノこの実習は、いろ

んな学生が入り混じってグループを作り活動しま

す。そうすると同じ学校なのに、今まで知らな

かった情報がいろいろなところから入ってきま

す。だから、今より楽しく大学生活が送れるよう

になります。その上、学外のいろんな人とも知り

合うことができるので、大学では聞けないような

話も聞けますよ。つまり、人脈を広げることに

よって､自分の世界を広げることができるのです。

(悩報工学科３年、ＮＹ，実習テーマ「車椅子の点

検整備｣）

このように、「社会貢献活動」は、自分のしたいこ

とが見えてくる活動であり、唯一絶対の答えはないが

実習生を成長させ、かつ、いろいろな人との出会いが

実習生の世界を広げる、そんな豊かな学びを持ってい

ることがわかる。しかし、これらは、数量化したり、

測定したりするのがとても難しい学びである。

が、だからこそ、その「学びのプロセス」を個別に

追うことは重要であり、学びの節々で、教員やスタッ

フなどから教育的な支援を必要とする学びともいえる。

(3)ワークショップ（ＷＳ）の位置づけ

ところで、サービスラーニングの学びは、さまざま

な活動を通じて果される。

ワークショップ（以下、ＷＳ）の実践もその１つで

あり、実習「社会貢献活動１，２」の中間期の研修は、

講義形式ではなく、参加者相互の学びあいを大事にし

たＷＳ形式で行っている。

その目的は、実習生が実習の前半を「ふりかえり」、

実習の後半の目標を具体的に明確化するためである。

ＷＳとは、講義など一方的な知識伝達のスタイルで

はなく、参加者が自ら参加・体験して、共同で何か学

びあったり、創り出したりする（相互作用による）学

びと創造のスタイルである（文献③中野民夫、2001)。

「社会貢献活動ｌ」の中間期研修をＷＳで行うよう

になったのは、2007年７月からである。

そもそもなぜ、中間期研修会をＷＳで行うことに

なったかというと、実習に出した実習生を最初から最

後まで、実習先にただお任せしてしまっていいのかと

いう、大学側（実習に送り出す側）の自覚から始まっ

たそうだ。特に、実習生と直に接することの多い社会

貢献活動支援室からの発案だったと、私の前任の社会

貢献活動支援室のテクニカルアドバイザから聞いてい

る。そして、専門家を講師にした研修ではなく、体験

を共有する者同士の相互の学びあいを大事にするため

にＷＳ形式になったそうだ。

「社会貢献活動ｌ」の場合、実習生は、実習時間１５

時間以上40時間未満の時に中間期研修ＷＳに１回参

加する。

中間期研修会をＷＳ形式で行うことは、「社会貢献

活動１，２」の「授業案内」にも明記されている。

２０１０年度からは、中間期研修会を年４回開催する

ようになり、ＷＳの１回の参加人数はlＯ数名と少な

くなったが、2008年度～2009年度には、中間期研修

ＷＳの開催は年２回～３回だったので、１回あたりの

参加人数は、２０名～30名であった。

また、「社会貢献活動２」では、2008年度から事前

研修をｗｓ形式で行っている。実習先にどんな提案

をするのか、「ヒコーキ・モデル」などを使い、実習

の企画立案をＷＳで行うのである。また、2010年度

からはようやく、「社会貢献活動２」の中間期研修も

ＷＳ形式で行えるようになった。

したがって、年間スケジュールの中では、「社会貢

献活動１」の中間期研修ＷＳが年４回（６月、８月、

１１月、２月)、「社会貢献活動２」の事前研修ＷＳ（企

画立案ＷＳ）が前期･後期に各１回、「社会貢献活動２」

の中間期研修ＷＳが年１回（１２月）ある。

なお、ＷＳのファシリテーターは筆者である東（文

科省認定資格；ワークショップデザイナー）が2008

年１月より務めている。

そして、2009年度からは、どのＷＳでも、「大学で

の勉強と実習とのつながり」を考えるような「問い」

を入れ、「社会と工学とのつながり」を意識化するよ

うに努めた。

以下は、ＷＳの後、参加者（実習生）によって記入

された「ふりかえりシート」（感想文）の記述および、

ＷＳの最後に｢ふりかえり」として発言された内容(の

テープおこし）をもとに分析をしていく。

－９９－
























